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学刃西方,改 変国体,民 日富、国日強,経 迂二十多年的改革友展,使 它能于1894年 甲午哉争
中打敗了天朝大国.在 速場哉争中,清 政府経営多年的北洋水師一敗徐地,中 国洋劣這劫的致命
弱点暴露无遺。一向被中国視力"叢 尓小邦"的 日本,一 挙打敗了 自尊 自大的天朝大国,返 使
中国人特別是中国知涙分子受到扱大的刺激和震劫。从而使他們由于鴉片找争的刺激而研究西方,
蒋到由于甲午故争的刺激而研究日本。
人們友現,在19世 紀中叶以前,即 明治維新以前,日 本的社会状況与中国的社会状況差不
多。如兩国都是以自給自足的小衣経済力基石出,都 采取了閉美自守的対外政策等等。而明治維新
以后,却 情況大変、強弱悉殊了。1895年 、胡橘蒙在 《変法 自強疏》中悦:"日 本一弾丸島国耳、
自明治維新以来,力 行西法,亦 仮三十余年,而 其工作之巧,出 声之多,石广政、部政、商政之来
旺,国 歩入租賦共約八千余万元,此 以西法致富之明效也;其 征兵究兵,預 各后各之軍,尽 汁不
迂十数万人,快 艇雷艇恙汁不迂二十余号,而 水陪各軍,皆 能同心斉力,暁 暢戎机,此 又以西法
致強之明效也。"胡 橘蒙的看法具有代表性。按照速利意 里 日本是学 刃西法致富致強的祥板,
我們学刃西法也丿立彷效 日本。因而一肘囘,日 本就成了中国学刃、研究的主要対象。在速秤情况
下,又 有人提出:"近 者 日本腔我,亦 非其将相兵士能腔我也,其 国遍没学校,才 芝足用,実 能
胆i我也。"(《 康有力政沿集》上)呼 吁彷照 日本没立新式学校。
学刃研究 日本的成果之一,便 是京師大学堂的建立。京Ufi大学堂便是当今北京大学的前身,
成立于1898年 。弄没之前和升没之初,大 学堂恙教刃呉汝給、后任暫行管理大学堂事ri大 臣的
杵景澄等多名京師大学堂取教員曽赴 日本考察学n,研 究教育新法、首任管学大臣剥、家鼎所奏捌




式創亦的,特 別是1902年(光 緒二十八年)経 朕百煕恢夏重建之后,更 是如此,当 肘,大 学堂
的課程没置除各項寺並功裸如算学、地理学、衣学、石广学、文学等等外,迩 升没有英、法、俄、
徳、 日五国珸言文字学裸程,任 学生 自由逸刃,但 其中"日 珸則須人人皆学"。 当日寸称 日文力末
文,曽 聘請不少来 自日本的教刃任教,因 而末文教刃的人数也就最多。1902年(光 緒二十八年)




培莽中国師資以拡大新式学堂,1904年 初、京師大堂迩派遣余檠昌、馮祖荀等31名 学生赴 日本
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游学。速批留学生中有不少人于1909年 前后回国,任 教于京師大学堂,力 中国的高等学校牙没
了一批新裸程。如余檠昌教的法政学,馮 祖荀教的数学等。
1911年,辛 亥革命之后,京 師大学堂于1912年5月 改称北京大学。 此后,北 大Ufi生不断赴
日考察研究,i午 多学系都曽組団赴 日,学 校也曽于1920年 組lp了 以高一涵教授力首的北京大学
游 日団赴 日。当肘所美心的主要是,大 学学制及裸程、圏苓館及実験没各、地貭教学及野外地貭、
学生活劫、青年思潮、出版事」k、慈善事並、馬克思主又及社会主叉這劫状況、法院及監獄状況、
海陪軍要塞社会状況、硫酸工並、醸造工並、化学工並、化学工芝及木示本、 日本地震状況、末西
京大阪及各城市経済状況、中日貿易之超勢等等。除北大師生赴 日本考察研究外,逐 請邀 日本学
者如末京商科大学教授福田徳三博士、早稲田大学片上伸教授等来北大耕学,并 与帝国大学、早
稲田大学的学生迸行交流。速科情況持続到二十世紀三十年代初。
1931年 日軍友劫"9・18"事 変后,北 京大学学生会成立了"北 大学生抗 日這劫委員会"
"北大末北同学抗 日救国会"等 組r1Q。部分北大師生鑑于国阮形勢的急創 変化,%1力1936年 将











成巨大苦難 迫使中国人民迸行了長期的抗 日找争,由 此引起中国入民対日本的悪感。由于速个
原因,也 由于抗 日哉争爆友后学校実ﾟT条 件的限制,以 及此后中日兩国政治形勢的変化等原因,
直到1949年 中隼人民共和国成立,北 京大学的日本研究,除 日本史的一些研究外,基 本上赴于
停頓状志。不迂 日珸的教学在北大是一苴持続着的,就 是在西南朕大肘期,外iA系 仍没有日活,
1946年 北京大学迂回北京建立天悟系肘,日 活仍是末活系中一个主要悟秤。
(四)
1949年 中隼人民共和国成立后,由 于党和国家的美杯和重初,北 京大学得到迅速的友展,
北京大学的 日活教学和対日本的研究也得到了迅速的友展 北大末活系的日悟寺並招生人数増加
很多,師 生力量也得到了很大加強。由于它是中国高校最早成立的日珸章並,所 以它的+1/生 自
然而然地成力五、六十年代新成立的中国外交学院、北京外国珸学院、邸 示美系学院、上海外国
iA学 院及以后成立的中国社会科学研究院 日本研究所等一批高校 日iA教学和科研机椈的骨干。相
座的北大 日ia的参並教材,如 陳信徳的 《現代 日本iA実用ia法 》、 《科技 日活自修読本〉、 《澤
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注科技日活自修文逸),対 振瀛的 《日本文学史》、 《日本文活活法》等等也成力五六十年代全
国高校的銃一教材或主要参考需、有的苴到現在仍是主要的参考枯。与此同日寸,対 日本其他方面
的研究也逐歩升展起来,出 版了許多有影ロ向的著作。如邵循正教授的 《中日故争》、"二 千年来
中日人友好美系",阻 法魯教授的 《从音朱和又戈曲史上看中国和日本的文化美系》,朱 謙之教授
的 《日本哲学史》、 《日本的古学及阻明学》、"朱 舜水与日本",周 一良教授的"鑑 真禾渡与








据不完全銃計,从80年 代初到現在,北 京大学有近百人分別参加迂対 日本的社会、厨史、
文化、教育、芝ボ、政治、経済、法律、哲学、科技、民俗風情、国民性格等的研究,并 取得了
可喜的成果。例如在 日活教学方面出版的教材和教学参考枯有 《簡明 日活句法》、 《日iA基朏》
《日iA句法研究》、 《大学 日活》、 《現代日活敬活用法》、 《当代 日珸教程》、 《日活中謂活
的附加成枌与双活》、 《基朏日悟学刃辞典》等等 在 日本教育研究方面己友表的有 《日本的文
教措施》、 《日本高等教育改革的背景及政策》、 《日本哉后最大的一次高等教育改革》、 《故
后的日本教育》、 《日本的第三次教育改革》等等;在 日本文学研究方面友表的著作更多,如 《
日本推理小説与清代考据之学》、 《日本中世紀肘代女性文学的繁栄及中国文学的影ロ向》、 《日
本文学袷集》 《日本近現代文学鬩読与鑑賞》等等都是水准較高的成果、美于 日本科学技ボ方面
的研究,則 有 《日本人的科学創造性告i又》、 《日本的科学技未政策》、 《日本是如何振来信息
芦並的》等等沿著和澤著友表.
力了銃一防調学校各系各研究机椈対 日本的研究,更 好地組1Q研 究力量,从 而更有成效地牙
展研究工作,北 大于1988年4月22白 成立了"北 京大学 日本研究中心"。 該中心是一个跨学科
的綜合性的日本研究机椈.它 自成立以来,在 加強和促迸北京大学日本研究,升 展 校内外、国内
外特別是中日両国学木界的交流与合作等等方面作了大量工作。它曽単独以及与北大経済学院朕
合挙亦了現代日本研究班、升力了日本文化系列i#座 及其他科目的余多i#座,召 弄了中 日民俗比
較学未研沽会等多秤学未研究及交流活劫,并 編緝出版有 《日本研究必苓》与 《日本学》等沿文
集和 《中国日本学沿著索引》、 《北京大学圏枯館藏日本版古籍目録》等工具お。在日本研究中
心的推劫下,北 京大学的 日本研究得到了更迅速的友展,取 得了更鮪碩的成果.据 銃計,自1988
年 日本研究中心成立至1993年,中 心成員共完成科研項目近300項,已 友表沿著、澤著287項 。
返287項 中有寺著36部 、澤著29部 、沿文 ユ85篇、澤文35篇 、它們渉及 日本的房史、文化、
教育、政治、経済、法律、哲学、社会、悟言、文学、科技等等学科及工具名等。速些成果充分




数量不小的博士沿文和碩士袷文.男 外,中 日兩国学者合作的 《日中文化交流必お》整套十巻本












































し、 日中両国の強弱の差はす っか り開いて しまいました。1895年 、胡橘蒙は 『変法自強疏』の
中で 「日本は小さな島国であるにすぎない。明治維新以来、努力して西洋を学び、たった30数
年で活動は活発になり、例えば出産が増え、鉱山、郵便、商業の制度が整え られ、国庫の歳入
の総計は8000万 元余 りになったのである。これこそが、西洋のやり方で富国に成功 したはっき
りとした証である。また、徴兵と憲兵、予備役の各軍隊に所属する兵は合計10数万人にすぎず、
快速艦や水雷艦 も20数隻に過ぎないが、陸海の各軍 は皆一致団結し、兵法に精通 している。こ





にくまな く学校を設け、才能と技能を有 した人材が輩出したことにより、我々を負か したので






に訪日しました。初代管学大臣孫家郵が上奏 した 『大学堂章程』の 「おおむね東西各国の学校







露、独、 日の五 ヶ国の言語 と文字学のコースが設置され、学生の自由な選択に任されていまし
た。ただ、その中でも 「日本語 は皆が必ず学んでおかなければならないもの」でした。当時は
日本語を東文といい、日本から招いた教員も少なくありませんで したので、東文課程の教員の
数はもっとも多人数になりました。1902年(光 緒二十八年)か ら1908年(光 緒三十四年)の 間
に、東文教授は合計35人 在籍しましたが、これは殆ど英、仏、露:、独の他の西文教授の合計38
人 と肩を並べるものでありました。1906年 においては、東文課程に在籍 した教授(専 任・兼任
を問わない)の 総計は24人 にものぼりました。例えば、服部宇之吉、厳谷孫藏、杉栄三郎等の
日本の学者が相前後 して大学堂の東文課に専任・兼任の教授 として在籍 しておられた所か らも、
当時の京師大学堂の日本語学習や日本に対する研究の積極性 と熱心さが相当高かったことがお
判 りになると思います。そして、日本の新 しい法律制度や国家制度や各科 目教育にっいてさら
に深 く学び、また研究 し、併せて新式学堂を拡張するための中国人教員の養成を目的として、
1904年 の初め、京師大学堂はさらに余檠昌、馮祖荀等31名 の学生を日本留学に派遣 しました。
この一群の留学生の多 くは1909年 前後に帰国 し、京師大学堂の教員になり、中国の高等教育機
関において一連の新課程を開設 しましたた。例えば、余檠昌の法政学を、馮祖荀の数学等がそ
れです。
1911年 の辛亥革命の後、京師大学堂は1912年5月 に北京大学 とその名を改あました。この後、
北京大学の教師、学生は絶え間なく、調査研究のたあに日本へ赴 き、多 くの学部が訪 日団を組











1931年 の満州事変勃発の後、北京大学の学生会は 「北大学生抗 日運動委員会」 「北大東北学
生抗 日救国会」等の組織を結成 しました。北京大学の教師や学生の一部には、国際情勢の急激
な変化を目の当た りにして、1936年 に世界の危機が到来すると考える者 もいました。彼 らは特
に、1934年3月2日 に 「一九三六研究会」を結成 し、国際情勢の変化 と来 るべき大異変に対 し
我が中国が如何に対処 しなければならないかを研究 していました。北京大学一九三六研究会で




はしりであろうと考えられます。また日本語教育の方では、1902年 の東文(日 文)コ ースの開
設の後、それが途絶えることはありませんで した。二十年代の半ば、日本語は外国語系から分
かれ、東方文学系を形成 し、単独で日本語専攻学生を募集 していました。北京大学は日本語の








き起こされたので した。 このため、そして抗 日戦争発生後に学校が受けた実際的な諸条件の制
約、さらにはその後、 日中両国の政治情勢の変化等 により、1949年 の中華人民共和国の成立 ま
で、北京大学の日本研究は、 日本史の幾っかの研究 を除けば、停滞 した状況に留め置かれてい






の日本語専攻の募集学生数は大変増加 し、教授や学生の力 も大いに向上 しました。北京大学 日









す。これと同時に、日本の他の方面に対する研究 も次第に発展 し始め、多 くの影響を与えた著
作が世 に問われました。邵循正教授の 『中 日戦争』「二千年来の日中友好関係」、陰法魯教授の
『従音楽和戯曲史上看中国和日本文化関係』、朱謙之教授の 『日本哲学史』『日本的古学及陽明
学』「朱舜水 と日本」、周一良教授の 「鑑真東渡 と中日文化交流」等々の著作がそれであります。
ただ不幸にして、 このような良好な発展の勢いは、「文化大革命」の発生により大 きな挫折 を
受けたので した。
(五)




のでした。 こういう背景の下で、北京大学 の対外交流もまた日増 しに活発になり、外国の研究




風情、国民性等々の研究に従事し、すば らしい成果を達成 しています。例えば、 日本語教育方













の方面で、多 くの活動を行 っています。センターは単独で、或いは北京大学経済学院と現代 日
本研究班を共催 したり、 日本文化シリーズやその他多 くの科目の講座を開設 したり、日中民俗
比較学術討論会を開催 したりと、多岐にわたる学術研究や交流活動を行 ってきました。それに
平行 して、『日本研究叢書』と 『日本学』等の論文集や、『中国 日本学論著索引』『北京大学図
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書館藏 日本版古籍目録』等の工具書 も編集及び出版をしています。日本研究セ ンターのイニシ
アチブの下で、北京大学の日本研究は急速な発展を遂 げ、さらに実 り多い成果を挙げることが
出来ま した。統計によると、1988年 の日本研究センターの設立か ら1993年 までに、センターの




年と1995年 の科学研究の成果の統計はまだ出来ていませんが、共に1988年 から1993年 までの年
平均数を越えるだろうと推定されています。さらに上記の統計には、北京大学教授の受け持 っ
ている研究生が毎年提出する日本関連の修士や博士学位の論文(決 して少なくない数ですが)
は含 まれておりません。このほか、 日中両国の学者が共同編集 した 『日中文化交流叢書』十巻












京大学の日本研究に対 してのすば らしい促迸作用を与えてくれるでしょう。我々は、指導者 の
配慮と国内外の関連部門及び友人の皆様の支持と援助のもとで、北京大学の日本研究が、必ず
や新たな、そして更なる発展を遂げるであろうことを確信 しております。
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